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1．はじめに

無線通信業界での急激な技術の進歩により、無線周波数 
（RF）デバイスの試験と評価はむずかしい課題になってい

る。新たな機器が市場に出回る頃には、次世代機器が現
れて時代遅れになってしまう。大手電子機器メーカーの社長が以前
言っていたのだが、売上の９０パーセントは販売後９０日以内に達成
されて、次の機種の投入が必要になるそうである。これは商品にも
当てはまるが、市販品（COTS）の技術を DoD システムに使うとい
う傾向から同様の技術的躍進は軍用機器の需要の後に起こる。
　日常生活のごく身近で、また船舶や車両、航空機などの軍事活
動内で動作する多くの周波数源がある。モノのインターネット（IoT）

が拡大するにつれて、軍事利用が増大してスペクトラム使用はより複
雑になり、レシーバ動作の要求が必須となる。

ここでレビューする３つの試験手法はレシーバに適用され、レシー
バのアンテナ・ポートに到達するRF 信号による性能低下を評価する。
関連する３つのトピックを概観し、試験方法を検討してみよう。

1． 相互変調（Inter-modulation）：非線形デバイス内でいくつかの
信号が合成されて生じる。周波数の倍数だけでなく、周波数の
高調波と周波数の合計および差分も発生するだろう。望ましく
ない周波数の振幅が受信できるのに十分で、動作させているレ
シーバの同調周波数である場合、妨害は受信性能を低下させ


